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【手続補正書】
【提出日】平成27年11月18日(2015.11.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像装置と、前記撮像装置を外部から制御する第１外部装置とを有するリモート撮影シ
ステムにおいて、
　前記撮像装置は、少なくとも前記第１外部装置に係る情報または撮影対象である被写体
に関する情報の何れかを含む第一の情報を前記第１外部装置から受信する受信部と、前記
撮像装置で撮像した画像に対して前記第一の情報に基づいて画像処理を施す画像処理部と
を備える
　ことを特徴とするリモート撮影システム。
【請求項２】
　請求項１に記載のリモート撮影システムにおいて、
　前記受信部は、第二の情報を、前記第１外部装置または第２外部装置から受信すること
を特徴とするリモート撮影システム。
【請求項３】
　請求項２に記載のリモート撮影システムにおいて、
　前記第二の情報は、撮影指示信号を含む、ことを特徴とするリモート撮影システム。
【請求項４】
　第１外部装置との間で情報を送受する撮像装置において、
　少なくとも前記第１外部装置に係る情報または撮影対象である被写体に関する情報の何
れかを含む第一の情報を前記第１外部装置から受信する受信部と、
　前記撮像装置で撮像した画像に対して前記第一の情報に基づいて画像処理を施す画像処
理部と
　を備えることを特徴とする撮像装置。
【請求項５】
　請求項４に記載の撮像装置において、
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　前記受信部は、第二の情報を、前記第１外部装置または第２外部装置から受信すること
を特徴とする撮像装置。
【請求項６】
　請求項５に記載の撮像装置において、
　前記第二の情報は、撮影指示信号を含む、ことを特徴とする撮像装置。
【請求項７】
　受信手段と画像処理手段とを備え、第１外部装置との間で通信を行うことで画像を撮像
する撮像装置を動作させるプログラムであって、
　前記受信手段を、少なくとも前記第１外部装置に係る情報または撮影対象である被写体
に関する情報の何れかを含む第一の情報を前記第１外部装置から受信する受信部として機
能させ、
　前記画像処理手段を、前記撮像装置で撮像した画像に対して前記第一の情報に基づいて
画像処理を施す画像処理部として機能させるプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明を例示するリモート撮影システムの一態様は、撮像装置と、前記撮像装置を外部
から制御する第１外部装置とを有するリモート撮影システムにおいて、前記撮像装置は、
少なくとも前記第１外部装置に係る情報または撮影対象である被写体に関する情報の何れ
かを含む第一の情報を前記第１外部装置から受信する受信部と、前記撮像装置で撮像した
画像に対して前記第一の情報に基づいて画像処理を施す画像処理部とを備える。
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